
２学年の総合探究〈課題探究〉計画について

研究テーマ
の検討

研究の実践
論文の完成【２学年】課題を見つけ探究する

●協働学習の中で、個人の思考力も育
成する。

文献調査
グループ協議

シェアリング
研究成果発表

個人レポートの
作成

＜保健＞レポート作成 ＜国語＞ブックレポート
＊ 昨年同様に実施時期を調整しながら計画・実施

２学年
課題研究発表



〈課題探究〉で実際に探究する

１学年時に実施した課題発表を、
より深めた内容で考察する。
中間報告で相互確認することで、
より深い学びを促す。

１学年を聴衆とし、研究
の成果を発表する。
（学年を横断した学び）



〈課題探究〉で実際に探究する

論
文
と
同
形
式

背
景
・目
的
意
義
・手
法
・考
察

・結
論
及
び
展
望
の
流
れ

発表内容を深めるために個人レポートを作成する。
協働学習で身に付けた思考力を身に付けさせるだけではなく、
情報分析・判断力のさらなる育成につなげる。



３学年の「総合探究」〈探究ゼミ〉計画について

学問探究

教科等横断・
探究の深化

【３学年】学問探究
●探究の深化を目指す。
※教科等横断的な学び

３学年

探究ゼミ



〈探究ゼミ〉で深化を目指す

コース 文Ａ 文Ｂ 文Ｃ 理Ｄ 理Ｅ 理Ｆ 理Ｇ 医学Ｈ 医療Ｉ

探究
内容

文学
教育
人間

国際法 経済
物理・
工学

化学 生物 数学 医学
看護
医療系

進路によるグループ分
けを実施し、学びとと
もに進路実現に向けた
学びの深化を目指す。

（
例
）
【
文
Ａ
】
英
語
・
平

和
学
習
・
歴
史
・
倫
理
な
ど

教
科
等
を
横
断
し
、
課
題
発

見
・
解
決
力
を
育
成
す
る
。



コース 文Ａ 文Ｂ 文Ｃ 理Ｄ 理Ｅ 理Ｆ 理Ｇ 医学Ｈ 医療Ｉ

探究
内容

文学
教育
人間

国際法 経済
物理・
工学

化学 生物 数学 医学
看護
医療系

〈探究ゼミ〉で深化を目指す

生
命
の
倫
理

倫理と生物の融合により、生命の尊厳
を知り、豊かな人間性を育成する。

解
剖
実
習



①情報を扱う技能
【知識及び技能】

②論理的・批判
的・創造的思考力
【思考力・表現力・判断力等】

③課題を発見・解決する力
【思考力・表現力・判断力等】

④情報を分析・判断する力
【思考力・表現力・判断力等】

⑤表現する力
【思考力・表現力・判断力等】

⑥主体的に実践する力
【学びに向かう力・人間性等】

規
準

３つのゼミの情
報を結びつけ思
考する姿勢につ
いて

多様な情報から，
自分の意見を確
立する姿勢につ
いて

テーマから課題
を発見しようと
する姿勢につい
て

課題を分析や統
合を行う姿勢に
ついて

課題を理解し、
その内容を伝え
る姿勢について

積極的に探究ゼ
ミに取り組もう
とする姿勢につ
いて

４ ３つのゼミで身
につけた情報を、
つなぎ合わせ理
解し自分なりの
応用方法を考え
た。

多様な課題に関
連する情報を整
理して、自分の
考えを他者に明
示することがで
きた。

選 択 し た 研 究
テーマから見い
だした課題を将
来的にどのよう
に活かすかを考
察できた。

課題の因果関係
を理解し、その
本質を見いだし
た上で、解決の
方向性を思考で
きた。

課題に対して、
自分で整理した
上で、結論を出
しそれを伝える
ことができた。

未知な事柄でも
自分なりの工夫
をし、意見を述
べ積極的に関わ
ろうとした。

３ ３つのゼミで身
につけた情報を、
つなぎ合わせ理
解した。

多様な課題に関
連する情報を整
理して、自分の
意見を持つこと
ができた。

選 択 し た 研 究
テーマから、社
会的な課題を見
いだすことがで
きた。

課題の因果関係
を理解し、その
本質を見いだし
た。

課題に対して、
自分で整理した
上で、伝えるこ
とができた。

課題に対して、
自分で意思を持
ち、意見を積極
的に述べた。

２ ３つのゼミでそ
れぞれ得た情報
を理解した。

多様な課題に関
連する情報を整
理した。

選 択 し た 研 究
テーマから、課
題を見いだそう
と努力した。

課題の因果関係
を理解し、その
本質を見いだそ
うと努力した。

課題の内容を、
理解し伝えよう
と努力した。

課題に対して自
分の考えを持ち
関わろうと心が
けた。

１ ３つのゼミでそ
れぞれ得た情報
を理解しようと
しなかった。

課題に関連する
情報を考えるこ
とができなかっ
た。

研究テーマを聞
くだけだった。

課題の因果関係
や趣旨を見いだ
すことができな
かった。

自分の考えを相
手に伝えること
ができなかった。

他者に誘発され
て の 行 動 が 多
かった。

３学年〈探究ゼミ〉の自己評価ルーブリック

育成を目指す１６の資質・能力
についてのルーブリックを作成



２学年家庭学習状況踏査（11月実施）

平日の
家庭学習時間

H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度

１時間未満 11.3％ 12.1％ 16.0％ 11.6％ 9.1％ 7.1％

１時間以上～
３時間未満

70.8％ 64.6％ 71.7％ 71.4％ 56.0％ 59.7％

３時間以上～
４時間未満

16.0％ 19.3％ 10.7％ 14.2％ 27.4％ 26.3％

４時間以上 1.9％ 4.1％ 1.6％ 2.8％ 7.5％ 7.0％

総合的な探究の時間
先行実施年度

減少

増加



３学年探究ゼミの自己評価ルーブリック

①情報を扱う技能
【知識及び技能】

②論理的・批判
的・創造的思考力
【思考力・表現
力・判断力等】

③課題を発見
・解決する力

【思考力・表現力
・判断力等】

④情報を分析
・判断する力

【思考力・表現力
・判断力等】

⑤表現する力
【思考力・表現
力・判断力等】

⑥主体的に実践
する力

【学びに向かう
力・人間性等】

規
準

３つのゼミの情
報を結びつけ思
考する姿勢につ
いて

多様な情報から，
自分の意見を確
立する姿勢につ
いて

テーマから課題
を発見しようと
する姿勢につい
て

課題を分析や統
合を行う姿勢に
ついて

課題を理解し、
その内容を伝え
る姿勢について

積極的に探究ゼ
ミに取り組もう
とする姿勢につ
いて

４

33.0% 50.8% 37.5% 41.9% 41.3% 46.9%
３

47.0% 42.1% 43.8% 44.8% 44.6% 40.2%
２

19.3% 6.0% 16.5% 11.5% 12.9% 12.2%
１

0.8% 1.1% 2.2% 1.9% 1.1% 0.7%
平
均
点

3.1 3.4 3.2 3.3 3.3 3.3 

「論理的・批判的・創造的思考力」
に特に高い評価が見られる

３年間の学習成果が思考
力に強く表れている



２ 資質・能力の評価方法について
～観点別学習状況の評価の充実～



３学年〈探究ゼミ〉の自己評価ルーブリック

①情報を扱う技能
【知識及び技能】

②論理的・批判
的・創造的思考力
【思考力・表現
力・判断力等】

③課題を発見
・解決する力

【思考力・表現力
・判断力等】

④情報を分析
・判断する力

【思考力・表現力
・判断力等】

⑤表現する力
【思考力・表現
力・判断力等】

⑥主体的に実践
する力

【学びに向かう
力・人間性等】

規
準

３つのゼミの情
報を結びつけ思
考する姿勢につ
いて

多様な情報から，
自分の意見を確
立する姿勢につ
いて

テーマから課題
を発見しようと
する姿勢につい
て

課題を分析や統
合を行う姿勢に
ついて

課題を理解し、
その内容を伝え
る姿勢について

積極的に探究ゼ
ミに取り組もう
とする姿勢につ
いて

４

33.0% 50.8% 37.5% 41.9% 41.3% 46.9%
３

47.0% 42.1% 43.8% 44.8% 44.6% 40.2%
２

19.3% 6.0% 16.5% 11.5% 12.9% 12.2%
１

0.8% 1.1% 2.2% 1.9% 1.1% 0.7%
平
均
点

3.1 3.4 3.2 3.3 3.3 3.3 

育成を目指す16の資質・能力とその根幹
の３観点をどのように評価するか。



カリキュラム・マネジメントにおける評価の検討

資質・能力に対しての観点別学習状況の評価
の検討

2021.4 本校に「評価ユニット」を設置

2021.9 「評価ユニット」による第１回研修会
『学習評価の基礎知識 評価の改善と方向性』

H31教育課程部会報告を踏まえ、３観点の

評価の概念を教員全体で共有する。



カリキュラム・マネジメントにおける評価の検討

2021.10「評価ユニット」による第２回研修会
『３観点の評価と評定に関する実践事例』
・全国の学校（小中学校を含む）実践事例の紹介

教員のブレインズオン状態を形成 （brains-on)
理解しようと熱心に考え、もがいている状態

指導と評価の一体化

授業改善

１６の資質・能力

教務部が主体となり評価の在り方を考察



教務部が主体となり評価の在り方を考察

学力３要素を「育成を目指す16の資質・能力」
に細分化したルーブリックの作成



ルーブリックをすべての教科が共有

「教科の見方・考え方」を
「育成を目指す１６の資質・
能力」に変換

探究を含む全教科の「視点」が共有

教科等横断的な「視点」が形成



育成を目指す資質・能力の評価から３観点の総合評価

資質・能力から学習状況を評価

教科に適する
資質・能力を、
必要と思われる
時期・単元・時
間で評価する。

観点別学習状況の評価 評価および評定 

（各観点の評価） 評価  評価 評定 

十分満足できる Ａ 特に高い程度に達成している 10，９，８ ５ 

  高い程度に達成している ７，６ ４ 

概ね満足である Ｂ 概ね達成している ５，４ ３ 

  達成が不十分である ３，２ ２ 

努力を要する Ｃ 達成が著しく不十分である １ １ 

 



研究指定の取組について

「探究」を軸とした学びの関連付けにより、本校生徒
の資質・能力の向上を図る。（全体像の共有化）
＝「総合的な探究の時間」だけではなく、教科指導・行
事・進路指導を通じて、「いつ」「どの時期に」「どのよ
うな方法で」「どの能力を育成するか」を可視化して
教員・生徒間で共有を図った。

ポートフォリオを活用し、学びのフィードバックを実施。
＝探究の深化と位置付けている、３年生の「総合探究
〈探究ゼミ〉」において「思考力・判断力・表現力等の
育成」において生徒の高い自己評価が得られた。



研究指定の取組について

学習評価の在り方
＝評価ユニットを結成して、校内研修会を２回実施する
ことで、教員の「評価の視点」を共有。
今後は教務部を中心に、より具体的な内容を考察す
る。

研究協議会の実施
＝令和４年１月に「総合的な探究の時間」に関する研
究発表大会を実施。本校における取組を発信した。
今後も実践事例を配信する中で北高Standardの確
立を目指す。


